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いうところを探し出してくれてありがとうというところが・・・
（笑）。だから、街の魅力の再定義っていうか、少なく
とも魅力の発見というか、そういう部分は大成功だった
のかなと思いながら聴いてましたね。個別にやったほう
がいいかな？（笑）
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
『街の魅力の再定義と新しい関わり方』水野開→ p52
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

水野：みんなエスキスしてもらいたいぐらいだもんね
（笑）。

河端：今年は通りに対してアーケード的に、こう長く・・・
水野君もそうだったけど、割と何人かいた感じが・・・。

全員：確かに。

河端：なかなかアーケード的にするからというところで、
雪囲い・・・。

永長：東野さん。

河端：あれも結構難しい部分があったんじゃないですか
ね。全部こうやって連続してしまうから、模型を上から
俯瞰で見たときに、発表会でも指摘があったけど、ファ
サードが見えなくなってくる。全部、均一化してしまうよ
うなところとかがありますよね。そのあたりとかって・・・
ちょっと質問みたいな（笑）。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
『集落を雪囲う』東野有希→ p154
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

水野：そうですね・・・魅力の再発見と言いつつ魅力
を潰してしまっているんじゃないかっていう指摘もあった
ので、そこのバランスは自分の中で難しかったんですけ
ど・・・。指摘される通りですね。

河端：でもそれを何か変えたくて、アーケード的なもの
を、連続的なものを提案したわけなんですよね。

水野：そうですね。アーケードを引き込むことで、その
奥に潜んだ魅力に気づけるようにということではあった
のですが、それが逆に・・・まあ模型表現もあるのか
もしれないですけど、潰れてしまっている形になってし
まいましたね。

河端：そこのところは、模型ができて自分が思ってたも
のと、ちょっと違ったな、みたいなそんな感じ？

水野：そうですね。そこでやっぱり構造系の人にエスキ
スをもらっていれば、もうちょっと単純に薄くできたん
じゃないかとか、もっと繊細にもできたんじゃないかと
かあるんですけど。

河端：そういったところで、構造が空間を魅力的にして
いく、何かそういう期待するところとか、構造が入ると変
わるなあというのはどういうところなんでしょう？

水野：難しい・・・。

河端：そんな一般的な話っていうことではないんですね。

水野：でも、先ほどからお二人も、観点が構造とはあま
り関係ないところとかが多くて、構造系からの視点とし
て、何か面白いなとか、もうちょっとこうしたら良くなっ
たんじゃないかなっていう作品が、何点かあったと思う
んですけど、そういう点についてはどう思いますか。

松本：構造のことであれば、永長くんの・・・（笑）。か
なり早い段階から相談してくれたので、何回か話をする
ことができたんですけども、あれね、話しててすごい楽
しかったんですよ。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
『都市で生き続ける建築』永長穂高→ p176
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

永長：良かったです（笑）。

松本：これは彼には伝えてたんだけど、例えば、５階建
ての建物を耐震改修しなきゃいけない。だけど、敷地に
制約があって、何か部材を足すとか、基礎をちゃんと造
るとか、そういう工事ができないっていうときに、どうい
うふうな道があるかっていうと、５階を全部取り払って、
４階建てにしちゃう。そうすると、お荷物を減らせるわ
けだから、躯体の耐力は同じでも、地震に対して相対的
に強くなる。そういう耐震改修の手法っていうのがある
んですけど。だから、タワーマンションみたいに、背が
高くって、いっそ上の方ぶった切ってもいいなとか（笑）。
例えば、元々がすごく大変なお荷物を背負ってる建物が
あって、それを上の方を取っ払ったりして負担を軽くして
あげると、躯体の方に余裕が生まれるので、そこをスケ
ルトン・インフィルのスケルトンみたいな使い方が可能
になる。そういう道っていうのは恐らくあるんだろうなと
は思ったんですよね。で、そういう話をして・・・まあ
私の話が、やっぱり構造の観点からそういう話をしたん
だけれども、それが永長くんが魅力的だと感じる建物の
空間として、多孔質だったりとか、動線がいろいろ自由
にあるとか、そういった彼が魅力を感じるっていうもの
と、構造の方でこういうことができるよっていうコンセプ
トが、すごく親和性が高くって、それだったら魅力も感
じるし、構造的にも合理的だし、それがバチっと組み合っ
た。あの過程が私はすごく心地良くって。だから、もっ
と大胆にやっちゃっていいところがあると思いましたけど
ね（笑）。上の方の、高層階で居住スペースとして使う
にはちょっとどうだろうって思う部分を、いっそぶった切っ
てしまって（笑）。それで、下の方はもっと自由に使える。
そんな提案になってても良かったのかなあとは思いまし
たけどね。いずれにしても、双方がこれは合理的だよな、
これは魅力的だよなっていうのがきれいに噛み合ったあ
の瞬間っていうのは、すごく楽しいなとは思いましたね。

河端：タワマンとかだと、床を抜いたりすることっていう
のは、案外可能かもしれないですね。

松本：だと思うんですよね。

河端：アクセスルートを外側に付けるってのもありだけ
ど、内側で抜いてくっていうことも・・・。

永長：内側も一応、操作としては抜きました。

河端：内側も抜いてたんだ。・・・模型でも表現されてた？

永長：模型でも表現してました・・・（笑）。

河端：じゃあ僕があまりきちんと見てなかったのかも・・・
（笑）。

永長：やっぱり模型として表現したときに、外側の柱の
躯体がガッツリ見えてきちゃう部分があって。今回柱に
はアプローチせず、床の平面に対して全部アプローチし
ていったんですけど、遠くから俯瞰すると、少し自分の
行ってる操作が分かりづらかったなと。
やっぱり外の、ガッツリある構造のイメージは最後まで
崩れなかったんで・・・。

河端：なんか解剖写真的にパカっと開いたら（笑）。ア
プローチがその中に潜んでるみたいなことも、表現とし
ては可能なのと、構造的にもラーメンっていうフレーム
があって、これに付随するスラブであれば、そのスラブ
は、割合自由に抜く、むしろ抜くことによって重量が減
るから、構造的にも有利な側に変更になる可能性も、
考えられますね。なんとなく、外側に付けるブリッジ的
なものの方に、目がすごくいってたような気もしたので、
逆に中にもそういうものがあったっていうのは、僕は印
象に残らなかった。
なんか一人、道路に面したタワーマンションの 1階を街
の一部にしちゃうっていうのがありましたよね。

永長：鍋平くんの。

河端：外から一見すると全然変わらないんだけど、中が
実は、ああこんなこともできるんだ、みたいなことによ
る驚きのようなものも、やり方としてある気がしますね。
あと、後半の方で２人連続してた、道を造る、鎌倉に
切通しを造っていく石川くんの。石川くんのは確か横浜
のどっかでしたよね。それと、榊原さんのを見てて、構
造の観点から気になったところとしては、うーん鎌倉で
これやると、何かトンネルをスーッと抜けていくような、
地形に影響を及ぼさずに抜いていくみたいな感じにイ
メージされるんだけど、でもこれを造ろうとすると、一
回上を全部をがさっと壊して、コンクリートのチューブを
造って、その上にまた土を載せ直す、そういう工程になっ
ちゃうかな、なんてことを・・・。造り方をイメージす
ると、計画としては非常に魅力的である一方、そこが気
になったところではありました。一方、石川くんの場合
も、全部桟敷とか懸造りみたいな話が出てたんだけど、
あれはそうだなと思うところがあった反面、全体が同じ
高床的な感じでずっと続く。これはバリアフリーでスロー
プの角度何度でみたいなことを実現していくんだとした
ら、そういうことが必要になるのかもしれないんだけれ
ど、例えば等高線に沿ったところは、遊歩道的にしてし
まう場所と、それ以外のストラクチャーでやる部分と、
両方併用があっても良かったんじゃないかなと敷地模型
からは感じました。というのは、直線状のスタイロをギ
ザギザでつなげると、どうしても滑らかになりにくいとこ
ろがあるじゃないですか。そこはあまり無理してストラク
チャーを造らずに、地形に沿った形で、もう完全な歩道
にしてしまって、まあ極端に言えば屋根無しにしてしまっ
て、っていうようなやり方もあったんじゃないのかな、

コンセプトと構造が噛み合った
瞬間

水野：まずお二人に今回の卒業設計の総評をいただき
たいです。まず松本先生からお聞きしたいです。

松本：全体的に都市計画的な提案が多かったので、構
造の出る幕ないなと思いながら。あまり構造の専門家
としてではなくて、単純にこういう街に住みたいかとか、
コンセプトに納得できるかとか、かなり素人目線に立ち
戻った気分で話を聞かせてもらいましたね。

水野：ありがとうございます。河端先生はどうでしょうか。

河端：私も、多分今のみなさんが一番リアルに感じてい
る建築の設計行為というか、１番ホットなテーマ、重要
だと思っていることについて、先生方のエスキスを受け
てリサーチし、辿り着いた到達点を、形にした。卒業設
計の講評会を構造的な視点からというよりは、みなさん
がどういうところに関心を強く持っているのかなという視
点で見ていました。

水野：その観点の中で印象に残った作品があればお話
を聞きたいです。例えばお二人とも評価していらっしゃっ
たのは、西尾くんの作品があると思うのですが、何か印
象に残ったものがあればその理由も合わせてお伺いし
たいです。

河端：タイトルっていうのも大事なんでしょうね。

松本：話のとっかかりとして、私が票を入れた２作品
についてなんですけど、一つ西尾くんともう一つが河野
さんのやつですね。講評会の時にも言ったのですけど
も、いろんなものを見たときになんかワクワクするだと
か、懐かしい感じがするとか、ほっとするとか、いろん
な感情が湧いてくるんですけど、それがどういうところ

魅力の再発見と伝え方
からそういう気持ちが生まれてくるのか、そこにどういう
仕組みが働いているのかということを考えるのが好きな
んですね。その仕組みに関わるようなコメントがあって、
そこの部分から考えてくれたんだなという印象を受けた
二人ということで西尾くんと河野さんに入れたんですね。
西尾くんは庭をテーマとして、土地に対する愛着ってい
うのがどういった点から出てくるのか、ただ庭を眺めて
過ごす人もいるかもしれないし、ちょっと何かを植えて
みたりとか、限られた土地ではあるけれどもそこに自分
の好きなスタンスで介在していける、そういうものが愛
着を生む。そういうことを語ってたと思うんですね。そこ
でなるほどな、と思ったのが一つ。
それから、河野さんの、実家として捉える、自分が育っ
た家だけが実家ではなくて隣近所だったり、家として感
じられる、それが大切なこととして挙げていたんだけど、
それで一つ思い出したのが、かなり江戸時代の庶民の
過ごし方に近いんじゃないかと。そういう感覚を持って
いたんだろうなという話を聞いたことがあるんですね。
随分前のブラタモリ・・・いや探検バクモンだったか
な、まあとにかくNHKであちこち回っている番組で、根
津の長屋に魅力を感じてそこに住んでいる人が紹介され
ていました。その人がお隣さんとの距離が近くて、窓を
開けて「ちょっとお醤油貸してくれる？」など声をかけた
りするような住まい方をしている。二階に住んでいるお
じいちゃんの足音が常に聞こえて「あ、今日は機嫌良さ
そうだな」って家族のように感じられながら過ごしてい
る。「うちの子なんてお隣さんをよその家なんて思ってま
せんよ。」という。そういう話を聞いたのをバシッと思い
出してね、あれは本当に狭くて接近しているっていうとこ
ろが自分の家、隣の家、上に住んでる人みんなが家族
というような感覚が生まれてくるようなケースだったんだ
けど、それをもうちょっと広げようとしているんだろうな。
そうかあれがやりたいんだな、という。すごく納得がいっ
た。作品だとか提案だとか、意匠や都市計画の先生た
ちがなんと言うかは分からないが、私がなるほど、これ
がやりたかったんだ、と思えるところに票を入れました。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
『いつまでも、この街は私の実家』河野美紀→ p60
『庭がつくる街』西尾昂紀→ p28
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

水野：河端先生はどうでしょうか。

河端：西尾くんに入れたんだけど、藤原さんが、構造
系の先生に推薦されているとコメントしてましたね。西
尾くんに入れたのは、何気ない斜面地に、戸建ての住
宅が建っている、どこにでもありそうな風景のところの庭
を繋いでいて、新しい抜け道というか、普通と違うとこ
ろが作られていて、そこを巡っていく面白さができてい
そうだなと思って、そんなふうな道ができていったら面
白いと思ったのが、西尾くんに入れた理由です。
もう一人僕が入れたのは宮本くん。宮本くんのは模型が
美術館に似ているという外観的なところはあるんだけれ
ど、それを超越する、中をのぞいて見たときに、建築の
空間が持っている迫力というか、中に入って行きたいと
思わせるところがある。建物の内部も緻密に計画されて、
多様な空間があり、それが置かれている敷地模型が結
構大きかった。それだけ大きなエリアを考えながら、円
形の平面の中に考えていったものを全部凝縮させていっ
て、なおかつあまり表現はされていなかったけど、川辺
に対しての外と中の関係とか、いろんな切り口から考え
られそうだなというのを模型などから感じた。最後まで
初志貫徹的で宮本くんであり続けたかなと思いました。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
『歴史を共にする新たな広島の風景』宮本皓章→ p146
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

松本：印象に残ってるという意味では、水野くんのあの
場所の可能性っていうのが確かに・・・。最終的な提
案としてはあんまり、ぶっちゃけそんなに評価されなかっ
たってことはあるんですけれども、ああこういう場所ある
んだ、面白いと思ったんですよね。だからそれは、ああ



チッと合う、心地良かった例ですね。だからちょっとそ
の質問のされ方としてはもうちょっと早い段階で聞いてく
れればよかったんじゃない、とか思うんですけど、でも
話してると楽しいなと思う。こういう形で構造の専門家と
して貢献できる。それはすごく嬉しいなと思う。

河端：なんかこう、いい解が見つかるといいなっていう
のは、バチッとハマって他に動かしようがないというか、
これ以外の解無いんじゃないかみたいな、そういう快感
みたいなのはありますよね。これ上山（信）くんの例な
んだけど、模型とか見てて、上山くんが表現したかった
のはもっと多分上空を繋げていくような、模型の作り方
からこうなってしまったのはあるのかもしれないけれど、
こういう折線で作って行きたかったのか、それとももう
少し滑らかなスロープで繋げていきたかったのか、そこ
のところは確かめようがなかったんだけれど。これはそ
ういう意味ではスロープが構造になっていくような、
ちょっと特殊な物になってくるじゃないですか。昔アラッ
プっていう人がロンドンの動物園でペンギンプールって
いうのでペンギン用の滑り台を作ったんですけど、それ
なんていうのは螺旋のスロープになって連続的な状態に
なっているから、その中に鉄筋を配筋してコンクリート
で繋げていくと柱が全くなしで上と下だけ、階段も基本
的に作りとしてはそうじゃない。そういうような作り方っ
ていうのが、実現可能なスケールとか軽さもありますが、
やりたいことがどちらなのかによって、大きいものを作っ
ていこうとすれば、より大きなストラクチャーにならざる
を得ないけど、やりたいものがもっと大きなものじゃな
くて小さなものでもいいんであれば、もう少し軽くして
いって構造的に成り立たせる方法っていうものも見出し
やすくなっていくんじゃないかっていうことは彼も言って
いましたね。卒業設計っていうのはやっぱり大きくダイナ
ミックに作りたいから、どこに持っていくかっていうのは
スケール、規模と構造との兼ね合いのところですね。多
分最後は決めていくんだろうけど、その手前の段階でこ
んなふうな空間にしていきたいっていうイメージってい
うのは卒業設計の締め切りが１月の終わりだとすると、
いつ頃に決断するんですか。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
『登る建築』上山信→ p44
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

永長：人によって違うとは思うんですけど。

水野：みんな違うんじゃない。

髙橋：早々にそこは決めないと進めようがないって割り
切る人も。自分なんかは決められないまま締め切りが来
るようなところはあるんで、性格的なところが大きくなっ
てしまうのかなっていうのは。

河野：敷地とかにもよるのかなって思います。私は住宅
街でやってたから結構等身大の自分の感覚でわかるくら

いの空間になるのかなって。住宅のサイズとか一部屋と
か、このくらいの小さなサイズになるのか、割と最初の
方から想像はついてたのかなって思うんですけど。選ぶ
場所によってはそれが長くなるのかバラバラなのか検討
がつかないような人もいるのかな。

河端：敷地とかって決まるのは早い人は早いし・・・。

八木橋：まちまちですよ。毎回エスキスに持ってくる敷
地が違う人とかもいて。

河端：敷地は変わるけど基本的なやりたいことは変わら
ないのか。それも含めてもう一回考え直すってことはあ
るんですか。

永長：前期に 10,000㎡の課題をやってて、敷地が変わ
らない人はそのままやっていて、それが半分くらいいる
と思うんですけど、その中で同じ敷地でも考え方が変
わっている人もいれば、同じことを突き詰めて敷地が変
わっている人もいるし、敷地も考え方も変わっている人
も。

髙橋：何か重要視しているものは多分ブレてはないんだ
と思うんですけど、それがどういう段階で、どこが固まっ
ていてどこがふにゃふにゃなのかというのは、人による。

河端：これまで長い時間をかけて一つの作品にしてい
くっていうのは３年生、２年生の課題とは全然スケール
が違うんでしょうけど、例えば３年生の時の課題と卒業
設計とでの決定的に違う部分とか、もしくはそれのアプ
ローチの長い版が卒業設計なんでしょうか。

河野：3年生までの課題と全然違うなと感じたのは課題
文がないってことで。３年生の時は○○を作りなさいと
か、こういうことを考えながら設計しなさいってことが
なんとなく指針としてあったんですけど、４年生の課題
からは自分がこれを解決したいからこういうのを作らな
きゃいけないんだ、とか課題文の時点から自分で考えな
いといけないみたいなことがあって、そこはかなり違う
なっていうふうに感じましたね。

永長：何かこの街を変えたいみたいな人とかは敷地が

変わってなかったですけど、例えば僕とかはどっちかっ
ていうとそうじゃなくて、何かに興味の対象がある人で。
自分はこういうことに興味があるけど敷地はどこにすれ
ば良いかわからないとか、どういうプログラムを持った
建築を作れば良いかわからないみたいな人もいて。前
者か後者で敷地がブレるか敷地は決まっているけどそこ
でどうしたらいいかっていうのが分かれているなって感
じですね。

松本：建物に限らず作品を作り出す上でいろんなルート
があるんですよね。例えば小説だとか人物の掘り下げな
んかを考えながら作品にしていくようなものだと、描き
たい主題みたいなものがかなりかっちりしていて、それ
にドンピシャの素材が見つかった時なんかは脇目も振ら
ずに進んでいけるんだと思うんですけど。一方で、最初
はこういう形で書こうとしていたんだけど、小説に登場
させている人物なんかでこういう人柄の人がこういうシ
チュエーションに遭遇したらこんなふうに考えるんじゃな
いかとか、こんなふうに行動するんじゃないかとか、そ
ういった人物の掘り下げをしていくと、どんどんその中
から鉱脈が見つかってきて、主人公こっちにした方が面
白いとかで大きく作戦が変わるとか。そういった作品の
生み出し方があるんですね。だから多分卒業設計の過
程の中でもそういったいろんなアプローチになった人
がいるんじゃないかなって思いますね。やっぱりそうい
う話も作品を生み出すっていうので共通点が出てくるの
で話聞くと面白いですよね。多分敷地が変わったとかい
うのもそういう背景みたいなのがあったんじゃないのか
な。

水野：最後に一言お願いします。

松本：まずは卒業設計の段階だからあんまりうるさく指
摘しない方がいいかもしれないんだけど、皆さん最終的
に建物を生み出していく立場の人としてやっぱり具体的
な事実の積み重ねの大切さを心に留めといてほしいな
と思うんですね。これも１０年以上前かな。安藤忠雄の
ドキュメントを見てたんですけど、その時安藤忠雄が所
員を怒ってたのね。なんで怒ってたのかというとお風呂
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なんてことも見てて感じました。道を造って繋げていくっ
ていうのは結構みんなに共通するテーマとしてあるんで
しょうね。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
『まちにとっての大きな家』鍋平和輝→ p130
『守り・つなぐ・山』榊原真歩→ p192
『都市に残る地形と運動の建築』石川泰成→ p200
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

水野：ありがとうございます。

松本：あとまあ、全体的にこれ何造で造るかっていう明
確なイメージがあるかなっていうのがちょっと疑問でし
たね。で、特に模型で作ってると、なんとなくスラブだ
からスタイロ 1枚きっておしまい。それで、接着剤で柱
立てればおしまい。それらがどういう様に取り合うのか
とか、そういった事がイメージできて計画している人が
何人いるのかなっていうところが少し不安。で、一人図
面が書けている人がいたよね。柱の断面ちゃんとHにし
ていると思った。

河野：上山 ( 源 )さんかな。

松本：プレゼンも凄く褒められていたと思うけど、ちゃ
んと部材の断面が書かれていて、どういう空間の質にし
ようとしているのかが分かる。

河端：これ実物かなって思う様な模型写真だった。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
『街区裏でつながる赤津焼の町』上山源喜→ p100
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

八木橋 &永長：あまり構造を考えないということをおっ
しゃられていると思うんですが、例えば早稲田大学だっ
たら構造設計までして卒業設計にしていく一方、横国は
コンセプトなどを重視して考えるところがあって、構造が
後付けになってきてしまうという点がある。このようなこ
とについて思うことがあればお聞きしたい。

松本：エスキスのかなり早い段階で相談しにきてくれ
る人は毎年何人かいるんですけど、今年は状況が状況
だったのでアプローチしにくい部分もあったと思う。そ
れで、「こういう計画なんですけどここの部材断面どれく
らい細くできますか？」絶対そういう聞き方するんだよ
ね。だけど、そもそもこの構造はあなたのコンセプトに
あってないよ、と。わざわざ不自然な力の流し方をして
いて、こういう計画にすればここの柱断面もっと細くで
きるのに。なんだったら、いらないのに。そこの段階か
ら構造には助けてもらえるんだという認識がほとんどな
いんじゃないか。これは 2,3 年前だったと思うんだけど、
学校施設の計画を考えている人で、建物の内と外を明
快な境界があるようにするのではなくて、周りの人が自
由に入っていけるようなコンセプトだった。で、そういう
コンセプトの中での体育館、隣の擁壁の上まで屋根を
差し出したいけど、擁壁の上で反力取れますか、と。一
般的な体育館というと、山形ラーメンやアーチが並んで
いて、それを横につなぐ。( 下記の写真 )こういうものだ
と、外側にしっかりとしたフレームが構成される。でも、
全然違う考え方として、建物の内側にすごくしっかりした
背骨のような梁を作ってしまって、背骨からあばら骨を
差し出す。で、こちらの方がメインになるから外側の柱
は軽くできる。こういう構成の仕方があるから、君のコ
ンセプトだったらこっちの方が合うよ、と。外側の柱で
反力取れるんでしょうかということを聞いてきたんで、こ
こが不安だったらいっそ内側で支える方がいいよ、とい
う話をしたことがある。こういうコンセプトで構成したい
のであれば、それを一番実現しやすい構造が必ずある。
そこの段階で相談しにきてくれればもっと凄く自然なん
だけどやりたい事ができるのに。と後付けながら思う。

髙橋：やはり、実感として構造に対する受け止め方が学
年全体としてどこか足枷のように感じている節があって、
もっとコンセプトを構造が成り立たせていくような創造
的な構造に対する向き合い方を見出せないままここまで
きてしまった。

松本：学部の構造の授業って、例えていうなら言語を学
習する段階に近いところがあって。例えば、英語の学習
でも、まずは英語を勉強しないといけないから、話せる
ようにならなきゃいけないから、そこの修行から入って
いく。だけどそれはなんのためにやるのかというと、英
語を使って他の国の母語が異なる人とコミュニケーショ
ンを取りたい。で、英語を使って表現したいものがある
からコミュニケーションをしようと思う。一番本質という
か、構造で最終的に目指しているのはそこなんだよね。
だけど、その前段階、構造的言語を使ったコミュニケー
ションができるようになるまでには、地道な勉強時間が
あって。英語でもまずはアルファベット全部覚えないと
いけない。基本的な構文ぐらいは理解しないといけな
い。その学習をしている段階でこれが構造だと思ってし
まったら本質を見失うんじゃないか。逆に構造の学生に
は勘違いするなって言いたいところもあって、英語の話
でも英語で何か表現したいものがないのであれば英語
を話す必要がないわけだよね。だから、構造という言
語を使ってあなたは何がしたいんですか、何を提案した
いですか、それができる人になって欲しい。構造的な言
語が使えるようになりました、これで自分は立派な構造
技術者ですって思ったらお前絶対勘違いしているって思
う( 笑 )。お互いに、構造を目指す人にしても、構造で
はない人に関しても、構造ってそういうものだって分かっ
て欲しい。卒業設計でそれが一つのきっかけとなって、
構造の人たちはこういうところを目指しているんだって理
解してもらえるんだったら、こちらとしても本当にありが
たい。こういう形として話を聞きにきてもらえるっていう
のは凄くありがたい。こういう人たちが同期の仲間にい
てくれるっていうのは構造専門の学生にとっても良い事。

河端：この質問に来てくれた学生は小学校を作りたい、
その時にできるだけ内と外の境目がないような空間を作
りたい。

松本：校舎の中としてもそうだし、学校の外としてもみ
んなが入ってこれるような。例えば、体育館の屋根なん
かも、法的な問題はあるにしても、敷地の外まで張り出
して作りたい。それで屋根を擁壁の上のところで支えな
いといけないけど大丈夫ですか、と聞いてきた。でも、
彼のコンセプトならそもそもここで支えなければ良いわ
けで、それは根本的に作戦を変えた方がいいよ。そうい
うのは実は多い。

河端：彼は英語を使ってこういう事を表現したいけど、
聞いてきた事は文法的な事でそれは正しいのかという事
だった ( 笑 )

松本：ここは isですか areですかみたいな（笑）

河端：あなたのやりたいことはこれでしょっていうような
一気に肩を軽くしてくれるようなことが、構造が協力する
ことによって実現できると良いですよね。

松本：それもやっぱり最終的にうまいところに落ち着い
たと、さっきの永長くんの話にありましたけど、構造的
にみても合理的だしあなたにとっても魅力的だよね。バ

学部の構造の勉強は言語を学習
する段階に近い

Masaya Kawabata

1969 年　生まれ

1993 年　 横 浜 国 立 大
学大学院卒業

1999 年　 横 浜 国 立 大
学 大 学 院 都 市 イ ベ ー
シ ョ ン 研 究 室 准 教 授
( 現在に至る )



場の内法寸法がタイルの整数倍になっていなかったから
なんですよね。むっちゃ怒ってて随分長い事説教してた
んです。ドキュメンタリーだからヤラセが入っているか
知らないですけど ( 笑 )。この寸法だったらここでタイル
を半分に割らないといけないだろ。こんなタイル使った
ら絶対水漏れして汚いし。そんな家にお前はお施主さ
んを住まわせるのかと。これだけ言われたら二度と忘れ
ないだろうと時間をかけて説教してたのね。でもそれっ
て建物を供給する上ですごく大事で、本当に一つ一つ
小さな事の、当たり前なんだけどそれをずっと積み重ね
ていって、全体と整合させて破綻させない。そういう仕
事ができるというのが建築の中でものすごく大事なスキ
ル。だけど多分そういうことが大事だっていう話は、か
なり具体的な事例を自分自身で扱って、そこである意味
大失敗しながらとか、自分の経験として身につけていか
ないと、どれぐらいの密度でそれをシミュレーションしな
きゃいけないのかってわかんないと思うんだよね。ちゃ
んとそういうことを考えなきゃいけないってことは理屈で
は絶対みんなわかってるとは思うんだけど、じゃあそれ
を具体的な計画を立てる上でシミュレーションするとき
に、どれぐらいの密度でシミュレーションしなきゃいけ
ないのか、実際に要求されるレベルと、今自分自身が
認識できるレベル、そのギャップを埋めていく作業って
ものすごく大事だと思うんですよ。で、例え話なんだけ
ど、構造系だと実験のための試験体の設計をするんだ
けど、そのときにボルトを接合する部分があります。ボ
ルト接合しようとすると絶対工具がちゃんとセットできな
きゃいけないじゃないですか。ボルト同士が接近しすぎ
ると、そもそもメガネレンチが入らないとかそういうこと
が起こっちゃうから、ちゃんとそこの寸法確保をしなきゃ
いけないってことが、みんな頭ではわかってる。だから、
図面上ボルトを書いてメガネレンチの絵も描いて、確か
に回せますねっていうことを CAD 図面でチェックして、
はいこれで O K ですって出してくる学生は多いです。だ
けど、それじゃダメなんですよ。その程度じゃ。で、そ
こまでやったんだったら O K だって思うでしょ。だけど、
実際にはメガネレンチをこうセットしたら柄の部分がこっ
ちに伸びる、でもここに柱が立ってるとこの位置ではボ
ルトをつかめないってことが起こる。
ほんとに実験でセットできるようにしようとすると、自分
自身が技能者になったつもりで、セット状況がこうなっ
ているから自分が右手でこの方向からレンチを差し出し
て、そのときに視界に入っているのはこの範囲でって自
分の動きをシミュレーションしながらやってると、ここ手
が三本なきゃ作業できないとか、この作業やるんだっ
たら誰かに向こうから見張ってもらわなきゃダメだとか、
そんなことにようやく気付く。だから、ほんとに無理の
ない計画をしようとするんだったら、これくらいの密度

でシミュレーションしなきゃいけない。少なくとも、その
求められる水準の仕事をするためにはね、そういうとこ
ろから考えなきゃダメ。そのへんの感覚を持つことって
すごく大事。そういう認識というか、ものを生み出すた
めに具体的にどこまでシミュレーションするか、どれくら
いの密度でシミュレーションするか。そこのレベルをブ
ラッシュアップしていって欲しいなって思います。それは
どの分野に進む人であってもやらなきゃいけないこと。
だからそういう意味では模型ができたらおしまいになっ
ちゃってるとやっぱ怖いんだよね。なんかそれだけ、部
材の断面として具体的にこれを使うとかそういったことを
より具体化することも一緒に考えていってもらえるといい
なと思います。

河端：これさっき松本先生が鉄骨の H 形鋼をちゃんと図
面に書いてた人だと思うんですけど、この人は上山（源）
くん？これはてっきり僕は模型を写真を撮って作ったんだ
と思ったんですけど、C G？

永長：はい。

河端：ほんと？C G 描くために部材の詳細断面を決めて、
プロポーションに寸法を入れてってことにもなっているん
ですよね。

永長：上山さんはもうほぼ一番最初の秋学期始まる段
階で大まかなプランとかは決まってて、そこから詳細に
断面図とかを作ってましたね。

河端：早い段階から具体化する時間を作れたんだね。

永長：そうですね。

河端：これ C G かぁ。すげぇなぁ。

一同：笑

河端：でもなかなか・・・決まるときは決まるしね（笑）

一同：笑

河端：決まれば早いんだけど、決まるまでが時間かかる
んだよね。

松本：こういう C G とか、C G ではなくて、例えば、ア
ニメだとか絵として描いたものって、よく柱梁と筋かい
のプロポーションが無茶苦茶だったりするから（笑）。
決定的に必要な部材がなかったりだとか、そういうのが

あってちょいちょいツッコミを入れながら、愛のあるツッ
コミね、嫌いなわけじゃなくて、ついついこういうの見ちゃ
うんだよねと思いながらツッコミを入れたりするんだけ
ど、そういう意味ではこれはすごいなと（笑）。

河端：天井ブレースが入ってるんですね。

松本：（部材同士のプロポーションとして）遠目に見ても
これはないわ、と思う絵もたくさんあるんだけど、これ
はぱっと見て実物で十分ありえるなみたいな印象を受け
ました。

河端：構造も、色々、鉄骨にしても R C にしても木造に
してもいろんなものが、基本的なジョイントのシステム
とかそういったことの基本があるけれども、それぞれの
構造の特徴とかスケールやシステムによって柱や梁の断
面が変わるから、そういったところから、実感として自
分の身体感覚でのスケール感を持てていけるといいです
よね。このスケールでこの空間だったらこんなプロポー
ションで、こっちの構造の方が向いてるだとか、そんな
ような感覚とかね。そういうのはこれからどんどん培っ
ていく時間がいくらでもあるけど。

松本：昔はよく、意匠が得意な子は構造にいきなさいっ
て言うこともありましたね。それはもののプロポーション
とかそういうものを見る感覚が鋭い子であれば、こうい
う安全な空間を作れる、このスケールの安全な空間を
作るためにはどれぐらいの部材をどういう方向に配置し
なければいけないか。それを読み取る感覚が優れてい
る。だからそういう人は構造に来いってよく言いました
ね。意匠が得意なの？じゃあ構造に行きなさい。青木先
生なんかよくおっしゃってましたね。

河端：構造と意匠は表裏一体の関係にあるんでしょうね。

水野：本日はどうもありがとうございました。

( 聞き手 ) 水野、八木橋、永長、髙橋、河野
※　撮影の時のみマスクを外しています
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